
 

 

 

   利根川栗橋流域水防事務組合議会の個人情報の保護に関する条例 

 

令和 ５年 ３月３１日 

水防組合条例第 ４号 

 

（目的） 

第１条 この条例は、利根川栗橋流域水防事務組合議会（以下「議会」とい

う。）における個人情報の適正な取扱いに関し必要な事項を定めるとともに、

議会が保有する個人情報の開示、訂正及び利用停止を求める個人の権利を明ら

かにすることにより、議会の事務の適正かつ円滑な運営を図りつつ、個人の権

利利益を保護することを目的とする。 

（審査会への諮問） 

第２条 開示決定等、訂正決定等、利用停止決定等又は開示請求、訂正請求若し

くは利用停止請求に係る不作為について審査請求があったときは、議長は、次

の各号のいずれかに該当する場合を除き、利根川栗橋流域水防事務組合個人情

報保護審査会条例（令和５年水防組合条例第２号）第１条に規定する利根川栗

橋流域水防事務組合個人情報保護審査会に諮問しなければならない。 

（１） 審査請求が不適法であり、却下する場合 

（２） 裁決で、審査請求の全部を認容し、当該審査請求に係る保有個人情報

の全部を開示することとする場合（当該保有個人情報の開示について反対意

見書が提出されている場合を除く。） 

（３） 裁決で、審査請求の全部を認容し、当該審査請求に係る保有個人情報

の訂正をすることとする場合 

（４） 裁決で、審査請求の全部を認容し、当該審査請求に係る保有個人情報

の利用停止をすることとする場合 

２ 前項の規定により諮問した場合には、議長は、次に掲げる者に対し、諮問を

した旨を通知しなければならない。 

（１） 審査請求人及び参加人（行政不服審査法（平成２６年法律第６８号）

第１３条第４項に規定する参加人をいう。以下この項において同じ。） 

（２） 開示請求者、訂正請求者又は利用停止請求者（これらの者が審査請求

人又は参加人である場合を除く。） 

（３） 当該審査請求に係る保有個人情報の開示について反対意見書を提出し

た第三者（当該第三者が審査請求人又は参加人である場合を除く。） 

（個人情報の保護） 

第３条 前条に定めるもののほか、議会が保有する個人情報の保護については、

久喜市議会の個人情報の保護に関する条例（令和５年久喜市条例第１６号）の



 

 

 

例（第５１条を除く。）による。 

附 則 

 この条例は、令和５年４月１日から施行する。 

 

 

 

 


